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世
前
期
狂
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の
中
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謡

1
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今
夷
曲
集
」
　
『
後
撰
夷
曲
集
」
　
『
銀
葉
夷
歌
集
」
の
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に
つ
い
て
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か
ど

　
「
四
角
柱
や
角
ら
し
や
　
角
の
な
い
ζ
そ
添
ひ
よ
け
れ
」
と
、
狂
言
や
阿
国

歌
舞
伎
歌
に
見
ら
れ
る
歌
謡
で
怠
る
『
古
今
夷
曲
集
」
序
の
中
に
は
、
幾
つ
も

の
歌
謡
の
詞
章
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
行
の
『
吾
吟
我
集
」
序

が
、
古
今
集
序
を
歌
謡
の
文
句
で
置
き
換
え
る
の
に
倣
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
『
吾
吟
我
集
」
序
が
古
今
集
序
の
も
じ
り
に
終
始
し
た
の
と
異

り
、
「
古
今
夷
曲
集
」
序
は
狂
文
な
が
ら
も
一
編
の
狂
歌
論
に
な
っ
て
お
り
、

一
応
の
狂
歌
史
と
本
質
論
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
世
を
写
し
人
を
誘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ

る
落
書
を
否
定
し
、
「
笑
ふ
な
か
だ
ち
」
「
咄
と
笑
ふ
に
罪
を
失
へ
ば
、
自
ら
情

の
丸
う
な
る
べ
き
よ
す
が
」
と
す
る
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
そ
の
笑
い

は
、
「
八
島
の
外
ま
で
の
家
々
の
諺
」
「
唐
の
大
和
の
異
様
な
る
詞
」
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
こ
と

子
供
を
あ
や
す
詞
な
ど
の
戯
言
を
連
ね
る
こ
と
に
依
り
も
た
ら
さ
れ
る
。
詠
ま

れ
る
内
容
よ
り
言
葉
を
重
視
し
た
説
で
あ
り
、
貞
門
爆
撃
の
俳
言
の
説
に
通
う

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
戯
言
の
中
に
歌
謡
の
詞
章
が
含
ま
れ
る
こ
と

は
、
序
文
中
に
多
く
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
「
古
今
夷
曲
集
」
の
撰
者
生
白
堂
海
風
は
、
続
い
て
「
後
壁
夷
曲
集
」
『
銀

葉
夷
歌
集
」
を
編
ん
で
い
る
。
こ
の
三
集
の
狂
歌
に
つ
い
て
、
歌
謡
を
利
用
す

る
手
法
の
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
『
古
今
夷
曲
集
」
以
下
三
集
に
は
、
右
肩
に
典
拠
の
種
類
を
表
す
注
記
を
持

つ
狂
歌
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
古
今
夷
曲
集
」
の
巻
頭
歌
は

　
　
古
年
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
　
　
　
　
源
重
秀
朝
臣

本
歌
ア
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
ぞ
　
　
　
　
　
（
1
）

　
年
の
内
の
春
の
小
袖
は
一
し
ほ
の
　
浅
黄
と
や
せ
ん
濃
染
め
と
や
せ
ん

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
古
今
和
歌
集
」
巻
頭
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
と
せ
　
　
　
　
こ
　
ぞ

　
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
一
年
を
　
去
年
と
や
い
は
ん
今
年
と
や
い
は
ん

の
も
じ
り
で
あ
る
。
右
肩
の
注
記
（
以
下
肩
書
と
称
す
る
）
は
、
こ
の
狂
歌
が
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古
今
集
の
和
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
和
歌
の
も
じ

り
は
古
く
か
ら
の
狂
歌
の
手
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
本
歌
取
と
み
な
す
の
で
あ

る
。
「
後
撰
夷
曲
集
」
付
録
『
夷
転
子
」
は
歌
学
書
に
倣
っ
て
　
（
パ
ロ
デ
ィ
の

意
識
は
な
い
）
狂
歌
の
式
目
を
定
め
た
も
の
で
、
本
歌
取
の
仕
方
に
つ
い
て
も

こ
条
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
肩
書
に
は
表
1
に
示
す
と
お
り
様

〔表1〕

古
今
夷
曲
集

後
撰
夷
曲
写

本本本

語詩歌

六一九

謡
本
三

二

童童浄舞三木踊小小狂三式謡世草本本本
愛躍三組歌歌縮転　紙
詞詞詞詞詞詞絵詞詞二黒冠詞話黒羽詩歌

　　　　　　　　　　　二〇　一　四
二八一一一一四六一二二二二八八一八三

銀
葉
夷
歌
集

世本本本本小
歌
詞
　
　
二

戸
　
　
諺

→

々
な
も
の
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
歌
以
外
の
典
拠
の
と
り
方
に
つ
い
て

は
何
も
述
べ
て
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
古
今
夷
曲
集
」
の
肩
書
は
、
「
本
歌
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
図
数
の
↓

割
強
を
占
め
る
。
そ
の
他
に
、
漢
詩
に
依
る
「
馬
験
」
、
「
伊
勢
物
語
」
や
『
徒

然
草
」
．
経
典
・
故
事
や
諺
的
な
文
句
ま
で
含
め
た
「
本
語
」
、
謡
曲
の
詞
章
に

依
る
「
謡
本
語
」
が
少
数
ず
つ
存
在
す
る
。
本
説
・
本
文
・
詩
・
物
語
の
詞
を

取
る
こ
と
は
和
歌
に
先
例
が
あ
り
「
謡
本
語
」
の
み
が
新
し
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
俳
譜
で
は
万
治
か
ら
寛
文
に
か
け
て
、
謡
曲
調
と
呼
ば
れ
る
流
行
が

　
　
　
（
3
）

見
ら
れ
る
。
特
に
松
江
重
頼
撰
「
佐
夜
中
山
集
」
（
寛
文
四
年
刊
）
で
は
、
発

句
を
典
拠
の
な
い
「
只
」
の
句
の
巻
、
「
本
歌
取
」
巻
、
「
調
之
詞
」
に
依
る
句

の
巻
に
分
け
、
和
歌
と
謡
曲
と
を
同
等
に
す
え
て
い
る
。
謡
曲
調
の
流
行
に
は

大
阪
特
に
堺
の
俳
譜
師
が
関
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
『
古
今
夷
曲
集
」
以
下
三
集

の
中
心
を
占
る
作
者
群
と
重
な
り
あ
う
。
撰
者
行
風
も
「
佐
夜
中
山
集
」
「
誠

之
詞
」
巻
に
、
三
句
入
集
し
て
い
る
。
彼
が
「
謡
本
語
」
を
典
拠
と
し
て
承
認

し
た
背
景
に
は
、
俳
譜
の
謡
曲
調
流
行
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
古
今
夷
曲

集
」
で
は
、
和
歌
以
外
の
典
処
に
つ
い
て
の
関
心
は
未
だ
低
い
。

　
「
後
撰
夷
曲
集
」
で
は
肩
書
の
種
類
が
急
激
に
ふ
え
、
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
れ
る
。
前
集
の
「
本
語
」
か
ら
巷
間
の
諺
が
「
世
話
」
へ
、
日
本
の
古
典
散

文
に
依
る
も
の
が
「
草
紙
詞
」
へ
出
、
「
本
語
」
に
は
主
に
漢
籍
に
依
る
故
事
金

言
が
残
る
。
但
し
、
「
伊
勢
物
語
」
や
『
徒
然
草
」
の
詞
が
少
数
混
り
未
整
理

で
あ
る
。
「
狂
言
詞
」
と
「
小
舞
詞
」
、
「
小
歌
詞
」
と
「
踊
歌
詞
」
、
　
「
式
三
番
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詞
」
と
「
三
番
嬰
詞
」
の
違
い
も
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者
が
後
者
を
含
め
た
も
の
の

よ
う
だ
が
分
明
で
な
い
。
全
体
に
未
整
理
の
感
が
あ
る
。
「
銀
葉
夷
歌
集
」
で

は
、
本
歌
取
的
手
法
に
対
す
る
興
味
が
失
せ
た
よ
う
で
、
肩
書
の
付
け
落
し
が

多
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
曹
の
間
で
肩
書
に
対
す
る
関
心
の
あ
り
方
に
や
や
違
い

〔表　II〕

謡
　
　
詞

翁
三
番
里

．
小
舞
．
詞

小
歌
詞

獅
子
踊
詞

大
黒
舞
詞

万
才
詞

木
遣
詞

嘩
　
　
詞

舞
　
　
詞

　
狂
言
台
詞

浄
瑠
璃
詞

童
　
　
謡

計
全
工
数

古
　
　
今

七一一二　　　　　　｝一　　　一二

後

一三二四八
三

下

五二二
四　＿二　三＿二九i葉

一
五

六
八

四
〇

一
〇
六
一

一
六
九
四

＝
八
六

％

↓
・
四

四
・
○

三
・
四

が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
歌
謡
に
関
し
て
の
み
修
正
し
た
の
が
表
皿
で
あ
る
。

「
謡
詞
」
は
、
和
歌
と
重
な
る
も
の
、
筋
や
登
場
人
物
名
・
曲
名
の
み
出
る
も

　
　
　
（
5
）

の
は
除
い
た
。
「
狂
言
詞
」
は
、
「
小
舞
詞
」
と
「
小
歌
詞
」
に
分
け
、
「
踊
歌

詞
」
は
「
小
歌
詞
」
へ
入
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
典
拠
が
あ
り
な
が
ら
肩
書
の
な
い
狂
歌
を
補
っ
て
も
、

全
歌
数
に
占
め
る
割
合
は
非
常
に
少
く
、
俳
譜
で
の
流
行
に
は
比
す
べ
く
も
な

い
。
．
そ
の
中
で
、
『
後
撰
夷
曲
集
」
で
急
激
に
ふ
え
た
「
謡
詞
」
の
狂
歌
が
、

『
銀
葉
夷
歌
集
」
で
は
激
減
し
て
「
古
今
夷
曲
集
」
の
水
準
に
戻
る
の
に
、
「
小

　
　
　
　
　
　
（
6
）

舞
」
以
下
の
俗
謡
に
依
る
狂
歌
は
ふ
え
た
ま
ま
で
あ
る
。
準
古
典
と
さ
れ
る
謡

曲
と
戯
言
そ
の
も
の
で
あ
る
俗
謡
と
で
は
、
利
用
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
個
々
の
狂
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

ω
　
春
雨
の
風
に
従
ふ
海
道
の
　
し
る
く
な
れ
ど
も
早
乾
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
4
6
雄
長
老
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
○
実
に
や
春
雨
の
風
に
従
ふ
海
巣
の
眠
れ
る
花
の
如
く
也
　
　
　
（
皇
帝
）

　
　
　
　
　
　
に
か
わ

　
　
水
で
と
く
膠
の
あ
や
め
杜
若
　
に
た
り
や
似
た
り
と
に
た
め
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
8
5
雄
長
老
）

　
　
○
色
は
い
つ
れ
。
似
た
り
や
似
た
り
杜
若
花
あ
や
め
　
　
　
　
（
杜
若
）

二
首
と
も
「
雄
畏
老
狂
歌
百
首
」
か
ら
の
転
載
。
天
正
十
七
年
成
立
と
さ
れ
る
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古
い
狂
歌
集
で
、
禁
忌
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な
譜
認
味
の
強
い
狂
歌
が
多

い
。
肩
書
は
な
い
が
、
二
首
と
も
謡
曲
の
文
句
に
依
る
。
前
者
は
、
病
中
の
心

気
妃
の
美
し
さ
の
比
喩
で
あ
る
海
鼠
を
海
道
と
、
あ
ら
ぬ
意
味
に
取
成
し
て
、

春
雨
に
ぬ
か
る
む
と
展
開
さ
ぜ
る
も
の
。
後
者
は
、
菖
蒲
と
杜
若
が
似
て
い
る

の
意
味
を
ニ
タ
リ
と
べ
た
つ
く
と
取
成
し
、
参
河
を
膠
と
も
じ
っ
て
一
首
を
続

け
た
も
の
。
当
代
の
作
者
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
腹
中
は
赤
地
の
錦
ひ
た
た
れ
に
　
下
し
給
ふ
は
瓜
の
実
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
㎜
ト
養
）

　
○
実
盛
都
を
出
で
し
時
宗
盛
公
に
申
す
や
う
、
故
郷
へ
は
錦
を
着
て
帰
る
と

　
　
い
へ
る
本
文
あ
り
（
中
略
）
御
免
あ
れ
と
望
み
し
か
ば
、
赤
地
の
錦
の
直

　
　
垂
を
下
し
賜
は
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
盛
）

　
三
食
も
只
お
の
つ
か
ら
胴
に
入
て
　
膳
を
見
れ
ど
も
進
ま
ざ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
㎜
是
急
）

　
　
も
と
よ
り

　
○
本
来
来
る
所
も
な
け
れ
ば
出
家
と
い
ふ
べ
き
謂
も
な
し
。
出
家
に
あ
ら
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も

　
　
ば
髪
を
も
剃
ら
ず
衣
を
墨
に
染
め
も
せ
で
、
唯
お
の
つ
か
ら
道
に
入
っ
て

　
　
善
を
見
て
も
進
ま
ず
智
を
捨
て
も
愚
な
ら
ず
　
　
　
　
　
（
東
岸
居
士
）

二
首
と
も
肩
書
が
あ
る
。
ト
養
の
狂
歌
は
、
瓜
の
過
食
で
赤
腹
を
病
み
瓜
の
種

を
下
し
た
と
取
成
す
も
の
で
、
奇
抜
な
よ
う
だ
が
、
全
く
同
発
想
の
狂
歌
が
あ

る
。　

我
腹
は
赤
地
の
錦
の
ひ
た
た
れ
に
　
下
ら
せ
給
ふ
瓜
の
実
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
一
見
狂
歌
集
鵬
）

こ
の
よ
う
な
、
特
に
よ
く
知
ら
れ
た
謡
の
文
句
の
意
味
の
取
遣
い
や
取
成
し
は

笑
話
の
類
型
に
も
な
っ
て
お
り
、
「
醒
睡
笑
」
謡
の
項
は
こ
の
類
の
も
の
が
多

い
。
古
く
か
ら
の
手
法
だ
が
、
あ
ま
り
滑
稽
を
ね
ら
う
も
の
は
次
第
に
排
除
さ

れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
ト
養
は
幕
府
御
身
医
で
、
立
場
上
即
興
歌
が
多
く
、

地
口
や
洒
落
が
中
心
の
滑
稽
味
の
強
い
作
風
で
あ
る
。
是
急
は
長
門
、
一
見
は

肥
後
の
俳
人
。
三
人
と
も
行
風
か
ら
は
遠
く
、
や
や
古
風
な
作
者
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
翁
草
花
咲
く
比
は
露
払
ひ
　
絶
え
ず
と
ふ
た
り
常
に
訪
ふ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
踊
入
安
）

「
入
安
狂
歌
百
首
」
か
ら
の
転
載
。
入
安
に
つ
い
て
は
堺
の
人
か
と
い
う
以
外

不
明
だ
が
、
「
雄
長
老
狂
歌
百
首
」
と
同
じ
く
也
足
軒
の
点
が
あ
る
の
で
や
は

り
古
い
狂
歌
集
で
あ
る
。
下
句
が
翁
の
文
句
そ
の
ま
ま
で
、
滝
の
音
の
喩
え
を

訪
ふ
と
取
成
す
も
の
。
翁
・
露
払
と
翁
猿
楽
の
役
名
を
詠
み
込
む
。
同
音
異
義

の
取
成
し
は
同
じ
で
あ
る
が
、
譜
翫
味
は
無
く
、
細
か
い
技
巧
が
目
立
つ
。
こ

れ
は
翁
三
番
竪
の
詞
章
を
取
る
狂
歌
一
般
の
傾
向
で
あ
る
。

〔2）

謡
な
す
千
手
の
御
手
の
そ
れ
な
ら
で
　
さ
ま
座
配
の
神
の
誓
ひ
雨
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
諸
行
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね

○
深
き
誓
ひ
も
数
々
に
、
千
手
の
御
手
の
と
り
ど
り
様
々
の
誓
ひ
普
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
）

祝
は
う
よ
猶
も
庭
に
は
金
銀
の
　
砂
を
し
き
の
初
成
も
の
（
銀
1
2
行
風
）
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た
へ

　
○
雲
門
閣
や
阿
房
殿
、
光
も
満
ち
く
て
げ
に
も
妙
な
る
有
様
の
、
庭
に
は

　
き
ん
ぎ
ん
　
　
い
さ
ご
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
も

　
金
銀
の
砂
を
敷
き
、
四
方
の
門
辺
の
玉
の
戸
を
　
　
　
　
　
　
（
郎
郷
）

食
ふ
て
み
ね
ば
味
は
知
ら
ね
ど
類
ひ
な
き
　
名
を
も
ち
月
の
真
丸
な
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
帯
満
永
）

　
　
た
ぐ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
○
類
な
き
名
を
望
月
の
今
沓
と
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
井
寺
）

　
○
さ
な
き
だ
に
秋
待
ち
か
ね
て
類
な
き
　
名
を
望
月
の
結
し
だ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嬢
捨
）

　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す

　
一
文
に
三
把
さ
う
な
る
鈴
菜
こ
そ
　
何
よ
り
も
つ
て
安
ふ
候
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
9
4
満
永
）

　
○
そ
れ
が
し
元
の
座
へ
直
ら
う
ず
る
こ
と
は
、
尉
殿
の
舞
よ
り
以
て
易
う

　
　
候
、
ま
つ
洋
舞
ひ
候
へ
　
　
　
（
三
番
曳
（
（
面
馬
持
或
は
千
歳
の
応
答
）
）
）

行
風
の
初
め
の
狂
歌
は
雨
乞
の
神
の
座
摩
明
神
の
名
を
謡
の
文
句
と
掛
詞
に
し

た
も
の
。
次
は
「
敷
き
」
と
「
四
季
」
の
掛
詞
。
満
永
の
狂
歌
は
、
前
者
は

　
も
ち「
望
」
と
「
餅
」
の
掛
詞
、
後
者
は
口
ゆ
の
入
事
の
狂
歌
と
同
じ
く
同
音
異
義
の

利
用
で
「
易
」
を
安
価
に
取
成
す
も
の
。
三
番
曼
を
「
三
把
」
、
鈴
を
「
鈴
菜
」

な
ど
細
か
い
技
巧
を
使
う
点
も
同
じ
。

　
四
首
と
も
肩
書
が
あ
る
。
斉
藤
満
永
は
三
集
共
に
入
多
し
、
特
に
「
後
撰
夷

曲
集
」
で
は
百
四
十
四
首
と
最
多
入
選
者
で
あ
る
。
撰
者
行
風
と
共
に
代
表
的

な
作
風
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
行
風
よ
り
な
め
ら
か
で
わ
か
り
や
す
い

が
、
平
板
と
も
言
え
る
。

　
水
の
干
て
嬉
し
き
か
な
や
い
ざ
さ
ら
ば
　
越
さ
ん
と
望
む
人
大
井
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
阻
友
信
）

　
葛
城
の
山
伏
達
の
行
道
に
　
馴
れ
て
壷
井
の
里
人
や
是
　
　
　
（
銀
㎜
貞
室
）

前
者
に
肩
書
。
「
嬉
し
き
か
な
や
い
ざ
さ
ら
ば
」
は
「
老
松
」
「
呉
服
」
の
文
句

に
依
る
。
大
井
川
に
面
し
た
金
谷
宿
を
掛
け
る
。
後
者
「
馴
れ
て
つ
ぼ
い
は
山

伏
」
と
い
う
「
大
江
山
」
の
文
句
に
地
名
の
壺
井
を
か
け
る
全
く
同
じ
手
法
で

あ
る
。
掛
詞
は
、
「
後
転
夷
曲
集
」
「
銀
葉
夷
歌
集
」
の
最
も
一
般
的
な
手
法
で

あ
る
。

圖
　
睦
月
な
が
ら
味
気
し
き
な
く
捨
て
ら
れ
し
　
子
は
そ
も
何
の
む
く
犬
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
魏
夏
虫
）

　
　
○
子
を
ば
忘
れ
ぬ
親
な
る
に
　
失
は
れ
参
ら
せ
し
子
は
そ
も
何
の
報
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
戸
）
、

戌
の
年
に
捨
子
を
見
て
の
詠
で
、
「
む
く
犬
の
年
」
の
秀
句
が
眼
目
で
あ
る
が
、

元
の
謡
の
報
い
の
意
味
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

　
謡
初
る
声
も
長
閑
に
た
つ
春
の
　
時
の
調
子
を
酉
の
年
哉
　
　
（
後
4
8
顕
興
）

　
○
某
時
静
は
立
上
り
、
時
の
調
子
を
取
り
あ
へ
ず
　
　
　
　
（
船
弁
慶
）

「
山
姥
」
に
も
類
似
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
も
「
取
」
意
味
が
残
る
が
、
元
の
意

味
が
全
く
な
く
な
り
単
な
る
か
す
り
、
地
口
に
な
っ
て
い
る
狂
歌
は
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
し
や

　
な
ふ
上
手
都
に
近
き
宇
治
の
人
　
聞
き
し
に
ま
さ
る
目
医
者
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
蹴
友
信
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
0
げ
に
や
名
に
し
お
ふ
、
都
に
近
き
宇
治
の
里
、
聞
き
し
に
ま
さ
る
名
所
か
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な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
政
）

　
三
番
三
お
ふ
西
翁
の
点
あ
ら
ば
　
喜
び
あ
ら
ん
我
が
俳
譜
　
　
（
銀
蹴
正
信
）

　
お
さ
へ
あ
う
て
悦
び
あ
へ
る
乱
酒
に
は
　
ざ
れ
て
肴
に
ふ
む
三
番
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
脇
長
屋
）

　
○
お
お
さ
え
お
お
さ
え
、
喜
び
あ
り
ゃ
喜
び
あ
り
ゃ
　
　
　
　
（
三
番
曳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
も

後
二
首
は
三
番
璽
の
揉
み
の
段
の
唱
え
言
に
依
る
が
、
ト
養
の
狂
歌
に
も
「
う

さ
い
わ
う
」
と
記
す
も
の
が
二
首
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
聞
き
と
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
前
者
は
、
西
翁
西
山
宗
因
に
俳
譜
の
点
を
依
頼
し
た
挨
拶
吟
。
後
者
は
盃

を
す
す
め
合
う
酒
盛
の
様
子
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
よ
う
じ

樹
　
相
番
の
宿
を
並
べ
て
門
の
前
　
井
筒
に
夜
の
火
用
心
は
よ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
珊
保
友
）

　
　
水
祝
ひ
肩
を
並
べ
て
門
の
前
　
井
筒
に
よ
る
は
丸
裸
な
り
（
後
6
1
太
極
）

　
　
o
昔
此
国
に
住
む
人
の
有
り
げ
る
が
　
宿
を
並
べ
て
門
の
前
井
筒
に
寄
り

　
　
て
う
な
る
子
の
　
友
達
か
た
ら
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
筒
）

二
首
と
も
「
井
筒
」
の
同
じ
詞
章
に
依
っ
て
い
る
。
「
寄
る
」
と
「
夜
」
の
掛

詞
は
あ
る
が
そ
れ
よ
り
も
、
町
の
自
身
番
が
寒
空
に
寄
合
う
様
子
や
、
水
を
か

け
ら
れ
た
新
婚
夫
婦
の
姿
の
表
現
に
、
可
憐
な
少
年
少
女
が
遊
ぶ
と
い
う
「
井

筒
」
の
詞
章
を
取
合
せ
る
滑
稽
が
眼
目
で
あ
る
。
元
の
謡
と
全
く
関
係
の
な
い

場
面
と
取
合
せ
る
技
法
は
、
ω
の
同
音
異
義
の
手
法
と
対
抗
す
る
も
の
で
あ

る
。

山
崎
や
雛
た
り
し
霧
を
油
縁
す
八
幡
の
箋
（
古
蹴
久
清
）

　
○
頭
に
は
高
論
を
戴
き
、
揮
妖
た
り
し
両
婁
も
膚
に
か
し
げ
て
墨
乱
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卒
都
婆
小
町
）

　
短
尺
を
つ
け
ら
れ
た
る
は
不
思
議
や
と
　
見
れ
ば
旅
宿
の
風
鈴
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
㎜
成
之
）

　
○
簸
を
見
れ
ば
不
思
議
や
な
短
冊
を
付
け
ら
れ
た
り
、
見
れ
ば
旅
宿
の
題
を

　
　
す
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忠
度
）

大
和
に
も
織
る
唐
綿
の
い
と
な
み
は
今
敷
島
の
繕
ふ
と
ん
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
脳
忠
直
）

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
き
ぬ

　
○
大
和
に
も
織
る
唐
衣
の
い
と
な
み
を
ノ
～
、
今
敷
島
の
道
か
け
て
、
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ぬ

　
　
葉
草
の
花
ま
で
も
あ
ら
は
し
衣
の
色
を
へ
て
　
　
　
　
　
　
　
（
呉
服
）

　
し
ん
の
姿
枝
葉
の
な
が
し
水
き
は
や
　
見
所
多
き
床
の
た
て
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
0
2
行
重
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
げ
に
や
遠
国
に
て
聞
き
及
び
に
し
宇
治
の
里
、
山
の
姿
川
の
な
が
れ
灘
の

　
　
里
橋
の
景
色
、
見
所
多
き
名
所
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
政
）

　
竹
橋
も
渡
り
か
ね
た
る
世
の
中
に
　
住
む
ば
か
り
な
る
序
す
ゑ
が
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
鵬
翼
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
0
い
さ
白
波
の
宇
治
の
川
に
舟
と
橋
と
は
有
り
な
が
ら
　
渡
り
か
ね
た
る
世

　
　
の
中
に
住
む
ば
か
り
な
る
名
所
旧
跡
何
と
か
答
へ
申
べ
き
　
　
（
頼
政
）

ほ
と
ん
ど
は
俗
に
転
換
す
る
が
、

　
郭
公
終
に
名
の
ら
ぬ
老
武
者
も
坂
東
声
は
あ
り
と
こ
そ
き
け
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（
後
明
宣
就
）

　
○
名
の
れ
く
と
責
む
れ
ど
も
終
に
名
の
ら
ず
、
声
は
坂
東
声
に
て
候
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
盛
）

は
、
待
郭
公
と
い
う
和
歌
の
心
を
、
謡
曲
「
実
盛
」
と
組
み
合
せ
る
も
の
で
あ

る
。　

ま
た
、
転
換
の
面
白
味
よ
り
、
縁
の
あ
る
物
と
結
び
つ
け
る
も
の
も
あ
る
乃

　
買
得
た
る
市
の
宝
と
誠
ひ
し
は
　
む
べ
住
吉
の
松
原
で
候
　
　
（
銀
糊
正
信
）

　
○
い
つ
ま
で
草
の
い
つ
ま
で
も
変
ら
ぬ
友
こ
そ
は
買
ひ
得
た
る
市
の
宝
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
虫
）

「
松
虫
」
は
住
吉
に
縁
の
あ
る
謡
曲
で
、
市
の
宝
は
住
吉
の
宝
の
市
の
神
事
で

あ
る
。
名
所
に
ち
な
ん
だ
謡
の
文
句
を
引
い
て
き
た
ま
で
で
あ
る
。

㈲
不
思
議
や
な
風
に
ま
た
た
く
灯
の
　
消
え
ぬ
と
思
へ
ば
蛍
に
て
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
出
貞
富
）

　
　
　
　
　
　
　
と
も
し
び

　
○
風
に
ま
た
た
く
灯
の
消
ゆ
る
と
思
ふ
心
地
し
て
、
あ
た
り
を
見
れ
ば
う
ば

　
　
　
　
　
　
　
う
つ
つ

　
　
玉
の
、
闇
の
現
の
人
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夕
顔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
さ

　
馳
け
出
や
山
々
峰
入
里
々
を
め
ぐ
り
く
て
今
朝
の
斎
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
5
5
貞
富
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
0
山
々
峰
々
里
々
を
め
ぐ
り
く
て
あ
の
僧
に
逢
ひ
奉
る
嬉
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
月
）

　
ひ
つ
く
は
へ
よ
つ
ひ
き
ひ
よ
う
と
射
ば
や
と
は
　
思
ひ
し
か
ど
も
遇
て
ど
ち

　
や
ら
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
鵬
貞
富
）

　
○
花
の
木
蔭
に
狙
ひ
寄
っ
て
、
よ
つ
び
き
ひ
や
う
と
射
ば
や
と
思
へ
ど
も
、

　
　
仏
の
戒
め
給
ふ
殺
生
戒
を
ば
破
る
ま
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
月
）

　
川
波
に
ば
っ
と
放
せ
ば
面
白
や
　
鵜
は
く
た
か
る
魚
を
取
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
謝
貞
富
）

　
○
島
つ
巣
お
ろ
し
荒
鵜
ど
も
、
此
河
波
に
ば
っ
と
放
せ
ば
、
面
白
の
有
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
り
び

　
　
や
、
底
に
も
見
ゆ
る
売
方
に
、
驚
く
魚
を
追
ひ
ま
は
し
　
　
　
（
鵜
飼
）

手
法
は
㈲
の
取
合
せ
の
手
法
で
あ
る
。
貞
富
は
大
阪
の
俳
人
で
、
「
後
撰
曲
夷

集
」
に
は
満
永
に
つ
い
で
百
七
首
入
集
し
て
い
る
。
狂
歌
史
の
上
で
は
、
一
門

の
貞
因
、
言
因
（
置
屋
若
柳
）
と
共
に
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
作
風
は
闊
達

で
、
掛
詞
や
も
じ
り
な
ど
の
細
か
い
技
巧
よ
り
も
、
俗
語
の
使
用
や
俗
情
を
詠

む
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
典
拠
の
あ
る
狂
歌
は
、
そ
の
こ
と
自
体
を
趣
向
と
し

て
い
る
の
で
、
身
寄
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
卑
俗
な
も
の
は
な

い
。
そ
の
中
で
は
貞
富
の
狂
歌
は
や
や
俗
で
あ
る
。
二
首
目
は
、
親
子
の
再
会

の
喜
び
を
山
伏
が
や
っ
と
斎
に
あ
り
つ
い
た
喜
び
に
変
え
、
三
四
首
は
「
ど
ち

や
ら
」
「
う
は
う
は
た
か
る
」
と
い
っ
た
俗
語
と
結
び
つ
け
る
も
の
。

個
　
世
に
う
た
ふ
殺
生
石
の
そ
れ
な
ら
で
約
束
固
き
君
と
我
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
描
一
圃
）

　
　
○
今
逢
ひ
が
た
き
御
法
を
受
け
て
、
此
後
悪
事
を
い
た
す
事
あ
る
べ
か
ら

　
　
ず
と
御
僧
に
、
約
束
固
き
石
と
な
っ
て
く
、
鬼
神
の
姿
は
失
せ
に
け
り
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（
殺
生
石
）

　
こ
れ
や
是
彼
頼
政
が
ぬ
ぎ
捨
し
　
扇
の
芝
の
鎧
草
か
も
　
　
（
後
鋤
円
乗
）

　
o
是
ま
で
と
思
ひ
て
、
平
等
院
の
庭
の
面
、
是
な
る
芝
の
上
に
扇
を
打
ち
敷

　
　
き
、
鎧
ぬ
ぎ
捨
て
座
を
組
み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
政
）

前
者
は
単
に
「
約
束
固
き
」
の
句
を
出
す
た
め
に
、
「
殺
生
石
」
を
引
き
あ
い

に
出
し
た
だ
け
の
も
の
。
後
者
は
名
所
狂
歌
に
よ
く
あ
る
形
で
、
名
所
に
ち
な

む
謡
曲
の
文
句
を
取
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が

働
　
梓
弓
春
の
山
鳥
射
て
落
す
　
ご
は
そ
も
何
の
尖
り
矢
ぞ
さ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
裡
顕
興
）

「
調
詞
」
の
肩
書
が
あ
る
が
、
特
殊
な
手
法
で
あ
る
。
「
梓
弓
春
の
山
辺
」
と

い
う
句
は
「
志
賀
」
に
、
「
こ
は
そ
も
何
の
」
は
「
唐
船
」
「
善
界
」
「
藤
戸
」

に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
謎
遊
び
で
、
答
は
「
山
鳥
の
尾
に
て
は
い
だ
り
け

る
尖
矢
」
（
「
鶴
」
）
で
あ
る
。
そ
の
矢
で
山
鳥
が
射
落
さ
れ
た
の
は
何
の
科
ぞ

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
他
に
例
が
な
い
。

　
謡
曲
の
詞
章
を
典
拠
と
す
る
狂
歌
の
手
法
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
で
尽
き
る
。
同
音

異
義
の
取
成
し
、
異
な
る
事
柄
と
の
取
合
せ
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
は
古
く
か
ら

の
手
法
で
あ
り
、
ま
た
臨
写
の
手
法
と
も
重
な
る
。
滑
稽
味
は
排
除
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
ω
の
取
成
し
は
奇
抜
さ
を
失
い
、
図
の
掛
詞
や
個
の
か
す
り
、
も

じ
り
へ
。
㈲
㈲
の
取
合
せ
も
対
比
の
面
白
さ
が
な
く
な
り
単
な
る
文
句
取
り
に

な
り
、
樹
に
な
る
。
す
べ
て
、
取
込
ん
だ
語
句
の
み
を
利
用
す
る
も
の
で
、
元

に
な
る
謡
曲
の
一
曲
全
体
の
世
界
、
そ
の
語
句
の
背
景
に
あ
る
情
趣
な
ど
は
全

く
取
入
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
謡
曲
以
外
の
歌
謡
を
利
用
し
た
狂
歌
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

ω
　
ふ
ら
い
ふ
ら
い
ふ
る
無
い
と
し
我
か
た
へ
　
踊
り
に
よ
せ
て
き
そ
ん
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
記
行
安
）

「
古
今
夷
曲
集
」
で
、
俗
謡
を
利
用
し
た
唯
一
の
当
代
作
者
の
狂
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

上
句
は
「
糸
竹
初
心
集
」
な
ど
に
記
さ
れ
る
近
江
踊

　
○
ふ
う
ら
い
ふ
ら
い
ふ
る
妻
い
と
し
な
　
我
振
る
妻
は
猶
い
と
し
や
れ
猶
い

　
　
と
を
し
い

の
文
句
を
取
っ
て
い
る
。
同
じ
文
句
は
「
二
戸
草
」
の
発
句
や
「
古
今
夷
曲

集
」
序
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
下
句
は
「
伊
達
家
声
家
記
録
踊
歌
」
木
曽
踊

　
○
キ
ソ
ン
十
七
寅
ノ
年
マ
イ
ル
薬
師
ハ
マ
イ
ル
薬
師
ハ
ト
ラ
ヤ
ク
シ
此
キ
ソ

　
　
イ
ナ

な
ど
の
文
句
を
取
る
。
両
歌
と
も
か
な
り
早
く
か
ら
盆
踊
な
ど
に
利
用
さ
れ
た

踊
歌
で
あ
る
。

　
踊
も
て
き
そ
ん
十
七
八
人
も
　
ま
じ
る
役
者
は
笛
太
鼓
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
鵬
保
友
）

　
う
は
か
は
の
目
元
に
塩
は
こ
ぼ
る
れ
ど
　
た
だ
心
中
の
水
臭
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
玉
満
永
）
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○
あ
の
君
様
は
伊
勢
の
浜
育
ち
　
目
元
に
し
ほ
が
こ
ぼ
れ
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
永
十
二
年
跳
記
）

有
名
な
伊
勢
踊
の
文
句
で
、
非
常
に
長
期
間
流
行
し
て
お
り
狂
歌
に
は
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
行
風
は
俗
謡
を
利
用
し
た
狂
歌
を
作
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
三
首
が
有
力

作
者
の
作
風
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
特
色
は
、
当
時
も
歌
わ
れ
て
い
た
に
し
て

も
や
や
古
い
盆
踊
歌
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
歌
謡
中
の
特
徴
的
な
句
を
そ
の

ま
ま
の
形
で
取
込
む
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
例
を
あ
げ
て
み
る
。

　
君
が
代
は
穂
に
穂
が
な
り
て
年
々
に
　
め
で
た
か
ら
ふ
よ
久
し
か
ら
ふ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
脳
宣
秀
）

　
　
　
つ
ぎ
わ
け

　
米
桜
継
分
に
し
て
は
び
こ
れ
ば
　
穂
に
穂
が
咲
と
是
も
い
は
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
m
重
香
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
○
今
年
世
が
良
て
穂
に
穂
が
煽
て
　
道
の
小
草
に
銭
が
生
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
享
五
年
小
歌
し
や
う
が
集
）

「
穂
に
穂
が
咲
て
」
の
句
は
、
現
代
の
盆
踊
歌
に
も
継
承
さ
れ
類
歌
が
多
い
。

書
留
ら
れ
た
の
は
比
較
的
遅
い
よ
う
だ
が
、
早
く
か
ら
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
宣
秀
は
肥
後
、
重
香
は
摂
津
の
三
田
と
地
方
の
作
者
で
あ
る
。

　
歌
に
ば
か
り
歌
ふ
て
る
つ
つ
吉
野
山
花
の
ふ
ぶ
き
を
終
に
見
ぬ
よ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
塒
恵
空
）

　
○
吉
野
の
山
を
雪
か
と
見
れ
ば
　
雪
で
は
あ
ら
で
こ
れ
の
花
の
吹
雪
よ
の
こ

　
　
れ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
原
は
や
り
小
歌
総
ま
く
り
）

肩
書
は
「
世
話
」
で
、
「
歌
に
ば
か
り
歌
ふ
」
が
、
思
っ
て
い
る
だ
け
で
実
現

し
な
い
と
い
う
意
味
の
諺
。
歌
を
小
歌
と
み
な
し
て
、
三
味
線
の
流
行
歌
「
吉

野
山
」
の
一
句
を
入
れ
る
。
作
者
恵
空
は
肥
後
の
人
で
、
都
へ
出
た
い
と
思
い

な
が
ら
実
現
で
き
な
い
と
い
う
内
容
と
趣
向
が
う
ま
く
一
致
し
て
い
る
。

圖
　
面
白
や
あ
の
山
見
さ
い
此
山
も
　
い
た
だ
き
つ
れ
て
た
つ
霞
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
6
6
心
笑
）

　
○
あ
の
山
見
さ
い
此
山
見
さ
い
　
い
た
だ
き
つ
れ
た
大
原
木
を

狂
言
「
素
襖
落
」
な
ど
に
使
わ
れ
る
小
歌
で
あ
る
が
、
本
来
は
歌
舞
伎
踊
に
使

わ
れ
た
流
行
歌
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
た
狂
歌
は
多
く
あ
る
。

　
あ
れ
見
さ
い
寿
言
見
さ
い
踊
子
が
　
い
た
だ
き
つ
れ
た
頭
巾
手
の
こ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
猫
太
女
）

　
や
あ
見
さ
い
あ
の
又
山
路
こ
の
山
路
　
戴
き
つ
れ
た
柴
の
座
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
蔵
坊
信
海
狂
歌
集
）

　
わ
け
て
今
朝
あ
の
山
見
さ
い
此
山
も
　
戴
き
つ
れ
た
富
士
の
白
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
信
海
狂
歌
拾
遺
）

こ
れ
ら
は
異
類
と
言
う
よ
り
、
「
い
た
だ
き
つ
れ
た
」
物
を
い
ろ
い
ろ
変
え
て

み
せ
る
一
種
の
型
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
例
を
あ
げ
る
と
、

　
西
へ
ち
ろ
り
東
へ
ち
ろ
り
暁
の
　
明
星
や
た
だ
我
身
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
謝
沢
庵
和
尚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
暁
の
明
星
な
ら
で
西
へ
ち
ろ
り
　
東
へ
ち
ろ
り
飛
ぶ
蛍
か
な
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（
銀
鵬
行
重
）

こ
れ
は
狂
言
小
舞
「
暁
の
明
星
」
に
依
る
が
、
あ
ち
こ
ち
す
る
も
の
の
轡
え
と

し
て
い
ろ
い
ろ
に
使
え
る
。

　
聾
な
ら
で
取
す
ま
し
た
る
早
苗
に
は
　
三
石
一
斗
米
ぞ
出
来
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
躍
毎
雄
）

　
智
な
ら
で
今
年
は
年
を
取
す
ま
い
た
　
三
国
一
じ
ゃ
た
ま
り
や
い
た
さ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
養
狂
歌
拾
遺
）

前
者
に
「
小
歌
詞
」
の
肩
書
が
あ
る
が
、
元
歌
の
正
確
な
形
は
不
明
。
一
種
の

言
い
ま
わ
し
の
よ
ヶ
に
、
狂
歌
や
俳
句
に
多
ぐ
使
わ
れ
る
。
毎
雄
は
「
三
国

一
」
を
「
三
石
一
斗
」
と
も
じ
る
が
、
ト
養
は
「
た
ま
り
や
い
た
さ
ぬ
」
と
俗

語
を
取
合
せ
、
内
容
も
前
者
は
祝
歌
、
後
者
は
大
晦
を
や
っ
と
切
抜
け
た
貧
乏

人
の
喜
び
と
い
う
俗
情
を
写
し
、
作
風
の
遣
い
が
見
ら
れ
る
。

圖
　
踏
み
つ
く
る
帷
子
雪
の
足
か
た
を
　
も
と
の
白
地
に
な
す
よ
し
も
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
世
宣
秀
）

　
中
々
に
君
を
知
ら
じ
が
ま
し
じ
ゃ
物
　
も
ん
じ
や
い
も
な
く
思
ひ
そ
め
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
働
伯
水
）

　
御
所
望
に
あ
ひ
に
扇
を
書
汚
す
　
も
と
の
自
地
が
や
あ
ま
し
じ
ゃ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
ト
養
狂
歌
集
）

　
い
つ
の
世
に
そ
め
色
の
山
と
な
り
や
せ
ん
　
も
と
の
白
地
が
ま
し
富
士
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
蔵
坊
信
海
狂
歌
集
）

　
か
く
ば
か
り
染
め
て
悔
し
き
筆
の
道
　
も
と
の
白
紙
ず
ん
ど
ま
し
で
ん
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
団
）

最
初
の
狂
歌
に
「
小
歌
詞
」
の
肩
書
が
あ
り
、
「
「
淋
敷
座
之
慰
」
な
ど
に
残
る

流
行
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
o
染
め
て
悔
し
き
に
せ
紫
や
　
本
の
白
地
が
ま
し
じ
ゃ
も
の
…

を
元
歌
と
す
る
。
宣
秀
の
狂
歌
は
「
も
と
の
白
地
」
と
い
う
流
行
歌
の
一
節
を

裁
ち
入
れ
る
の
が
趣
向
で
あ
る
。
伯
水
の
狂
歌
は
、
染
色
用
語
と
恋
の
文
句
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
じ
あ
い
　
　
し
ゃ
い

掛
詞
（
「
白
地
・
知
ら
じ
」
「
紋
地
合
・
差
異
も
な
い
」
「
染
め
・
思
初
め
」
）
で

成
立
っ
て
い
る
。
元
歌
も
本
来
恋
の
暗
喩
で
あ
り
、
雰
囲
気
と
し
て
は
最
も
近

い
。
住
友
伯
水
は
「
銀
葉
夷
歌
集
」
で
突
然
九
十
五
首
も
重
工
す
る
が
、
専
門

の
俳
人
で
は
な
く
薫
風
の
パ
ト
ロ
ン
的
人
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
技
巧
過
多

の
作
風
も
同
風
の
指
導
が
あ
る
か
。
卜
養
と
「
大
団
」
の
狂
歌
は
、
と
も
に
画

讃
を
望
ま
れ
て
卑
下
し
て
み
せ
た
即
興
歌
。
元
歌
の
発
想
に
全
面
的
に
依
っ
て

お
り
、
②
の
よ
う
に
類
型
的
狂
歌
が
作
り
や
す
い
。
信
海
の
狂
歌
は
、
蘇
迷
盧

と
染
色
の
掛
詞
が
趣
向
と
思
わ
れ
る
。

圏
花
の
袖
ち
ら
と
見
そ
め
し
身
の
た
め
は
　
思
ひ
の
種
を
幕
の
内
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
珊
酒
粕
）

　
小
歌
な
ら
ば
料
理
に
は
よ
き
芝
牡
蠣
の
　
胡
椒
ふ
り
袖
ち
ら
と
見
そ
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
養
狂
歌
拾
遣
）

　
柴
垣
を
宇
津
の
山
辺
に
不
二
山
の
　
雪
の
振
袖
ち
ら
と
見
そ
め
た
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（
豊
蔵
坊
信
海
狂
歌
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ

　
夜
目
遠
目
笠
の
内
に
も
霰
に
て
　
二
度
び
っ
く
り
の
雪
の
振
袖
　
　
（
大
団
）

　
　
　
　
　
つ
も

　
二
八
に
も
積
ら
ぬ
雪
の
振
袖
を
　
払
ひ
も
あ
へ
ぬ
老
の
恋
風
　
　
　
（
大
団
）

柴
垣
節
に
依
る
が
、
詞
章
に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
る
。
初
め
の
酒
粕
の
は

　
○
ち
ら
り
く
と
花
珍
し
き
．
雪
の
振
袖
ち
ら
と
見
そ
め
し
ょ
り
　
今
は
思

　
　
ひ
の
種
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
原
は
や
り
小
歌
総
ま
く
り
）

の
形
と
内
容
に
近
い
。
種
を
播
く
と
、
花
見
幕
と
を
か
け
る
。
柴
垣
節
の
標
準

的
な
詞
章
は

　
○
柴
垣
く
柴
垣
越
し
に
　
雪
の
振
袖
ち
ら
と
見
た

で
あ
る
。
ト
養
の
狂
歌
は
「
芝
の
牡
蠣
を
料
理
し
胡
椒
を
ふ
り
て
出
」
さ
れ
た

の
で
即
興
的
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
物
名
的
な
詠
み
方
で
あ
る
。
信
海
は
、
柴
垣

を
打
つ
と
地
名
宇
津
と
を
掛
け
る
。
『
大
団
」
は
「
雪
の
振
袖
」
】
句
だ
け
を

取
り
、
前
者
は
本
物
の
雪
を
後
者
は
若
衆
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
②
圖
樹
と
、
ト
養
・
信
海
・
黒
田
月
洞
軒
（
「
大
団
」
）
の
個
人
狂
歌
集
と
を

比
較
し
て
み
た
。
卜
養
・
信
海
は
「
古
今
夷
曲
集
」
な
ど
に
も
入
心
す
る
が
、

月
洞
軒
は
信
海
の
弟
子
で
時
代
は
や
や
下
が
り
、
『
大
団
」
の
狂
歌
は
元
禄
期

に
詠
ま
れ
て
い
る
。
三
人
の
狂
歌
に
共
通
す
る
の
は
、
即
興
詠
で
あ
る
こ
と
、

歌
謡
の
利
用
が
多
い
こ
と
、
掛
詞
な
ど
の
技
巧
よ
り
も
俗
語
の
使
用
や
卑
俗
な

内
容
の
詠
み
込
み
が
目
立
ち
、
滑
稽
味
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
検
討
し
た
狂
歌
の
典
拠
と
な
っ
た
歌
謡
は
、
相
当
早
く
か
ら
し
か
も
長
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

全
国
的
に
流
行
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
い
わ
ば
古
典
的
流
行
歌
で
あ
る
。
「
古

へき
小
歌
」
（
「
時
勢
粧
」
）
と
限
定
を
つ
け
る
俳
譜
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
歌
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
々
で
肩
書
の
あ
る
狂
歌
の
元
歌
は
、
一
二
を
除
い
て

判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
卜
養
の
場
合
は
不
明
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
詞
書

か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
当
時
の
江
戸
の
最
新
流
行
歌
を
取
り
上
げ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
大
団
」
に
は
歌
舞
伎
の
歌
謡
が
多
い
。
地
域
差
も
考

え
ら
れ
る
が
、
『
古
今
夷
曲
集
」
等
三
盛
の
利
用
す
る
歌
謡
に
は
、
俳
譜
と
同

じ
よ
う
な
規
準
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
こ
れ
ま
で
と
は
や
や
異
る
手
法
の
狂
歌
を
あ
げ
て
み
る
。

㈲
　
物
食
は
で
地
主
の
桜
を
見
る
人
の
　
目
星
の
花
は
散
る
か
散
ら
ぬ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
銅
貞
徳
）

　
○
地
主
の
桜
は
散
る
か
散
ら
ぬ
か
見
た
か
水
汲
み
　
散
る
や
ら
散
ら
ぬ
や
ら

　
　
嵐
こ
そ
知
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閑
吟
集
）

狂
言
「
お
茶
の
水
」
や
女
歌
舞
伎
踊
歌
な
ど
に
も
残
る
小
歌
の
も
じ
り
で
あ

る
。　

ち
り
ち
り
や
散
り
散
り
に
も
や
飛
ん
で
行
く
　
は
ん
ま
衛
の
友
を
呼
ぶ
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
漏
宗
増
）

　
○
浜
千
鳥
の
友
呼
ぶ
声
は
　
ち
り
ち
り
や
ち
り
ち
り
ち
い
り
ち
り
や
ち
り
ち

　
　
り
と
友
呼
ぶ
所
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
し

狂
言
小
舞
「
宇
治
の
漫
」
の
冒
頭
部
分
に
依
る
。
狂
歌
は
、
鳴
き
声
と
散
り
散
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り
に
な
る
と
を
か
け
る
が
、
元
歌
の
風
景
か
ら
全
く
離
れ
て
い
な
い
。
小
舞
の

一
部
を
切
取
っ
て
和
歌
の
詞
型
に
直
し
た
と
い
う
体
で
あ
る
。
同
じ
小
舞
の
後

半
部
を
使
っ
た

　
め
で
鯛
を
か
け
て
ぞ
思
ふ
戎
棚
　
つ
っ
た
所
が
面
白
い
と
は
（
後
2
1
元
信
）

は
、
元
歌
の
釣
を
棚
を
吊
る
に
取
成
し
、
正
月
の
風
景
に
転
じ
て
お
り
、
手
法

的
に
全
く
異
る
。
後
者
の
方
が
当
代
的
で
あ
ろ
う
。

同
　
上
手
な
る
播
磨
の
書
写
の
紺
か
き
も
　
妻
と
ふ
鹿
の
声
は
え
染
め
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
置
資
之
）

　
○
さ
て
上
が
ひ
の
小
褄
に
は
秋
鹿
比
丘
が
　
妻
恋
ひ
か
ね
て
鳴
く
所
を
付
け

　
　
て
た
も
れ
や
　
播
磨
の
書
写
の
紺
掻
や
　
　
　
　
（
『
踊
唱
歌
」
鎌
倉
踊
）

な
ど
と
伝
承
さ
れ
る
歌
謡
と
同
系
の
も
の
に
依
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
伯
母

か
ら
も
ら
っ
た
布
を
、
播
磨
の
書
写
の
紺
掻
に
染
め
て
も
ら
う
と
い
う
筋
で
、

雅
や
か
な
模
様
尽
し
の
長
編
歌
謡
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
を

取
上
げ
て
、
声
を
染
め
る
の
は
無
理
と
茶
化
す
も
の
で
、
元
歌
全
体
と
関
る
狂

歌
で
あ
る
。

　
あ
く
　
要
る
迄
脇
目
も
ふ
ら
じ
照
月
の
　
桂
男
に
招
か
る
る
と
も
　
　
（
後
嗣
方
寸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
こ

　
o
面
白
い
と
て
月
な
見
そ
　
桂
男
に
桂
男
に
招
か
る
な
　
此
き
そ
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
達
家
治
家
記
録
踊
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
こ

　
○
鼻
毛
の
ば
し
て
　
月
な
見
そ
　
桂
男
の
招
き
や
る
に
　
　
（
似
我
蜂
物
語
）

な
ど
伝
え
ら
れ
る
歌
謡
に
依
る
。
「
月
な
見
そ
」
と
い
う
元
歌
に
対
し
て
、
「
脇

目
も
ふ
ら
」
ず
に
一
晩
中
見
つ
め
よ
う
と
反
抗
す
る
も
の
で
、

も
じ
り
や
借
用
で
は
な
い
。

単
な
る
語
句
の

　
　
け
　
み

にり

@
検
見
も
許
せ
神
田
の
台
の
百
姓
の
　
与
吉
が
女
房
植
え
し
早
苗
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
後
段
貞
富
）

「
獅
子
踊
詞
」
の
肩
書
が
あ
る
が
、
元
歌
は
艶
笑
歌
で
あ
る
。
雑
俳
や
黄
表
紙

な
ど
後
期
の
江
戸
の
著
作
に
見
う
け
ら
れ
る
。
狂
歌
の
表
面
に
出
さ
な
い
元
歌

の
歌
詞
を
連
想
さ
せ
て
笑
い
を
取
る
も
の
で
あ
る
。
貞
富
の
狂
歌
は
、
卑
俗
な

点
で
は
雄
長
老
な
ど
の
古
狂
歌
の
余
波
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
狂
歌
の
手
法
は
「
三
夜
中
山
集
」
の
次
の
発
句
と
類
似
し
て
い
る
。

　
思
へ
思
へ
月
夜
烏
に
郭
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
矢
野
盛
広
）

　
七
夕
も
芭
蕉
葉
に
寝
ん
雨
夜
哉
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
村
山
里
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

前
者
は
「
月
夜
烏
は
い
つ
も
鳴
く
」
、
後
者
は
「
芭
蕉
葉
に
独
り
寝
」
と
い
う

歌
謡
の
文
句
に
依
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
つ
も
鳴
く
」
「
独
り
寝
」
を
裏
に
込
め

て
い
る
。
一
種
の
ぬ
け
風
と
考
え
ら
れ
る
。
ぬ
け
風
は
談
林
俳
譜
の
特
徴
と
さ

れ
る
新
し
い
傾
向
で
あ
る
。
貞
富
の
手
法
が
こ
れ
と
同
じ
な
ら
ば
、
や
は
り
新

風
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
手
法
は
後
に
継
承
さ
れ
た
様
子

は
な
い
。

　
以
上
㈲
～
G
り
は
、
元
歌
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
手
法
の
も
の
を
あ
げ
て
み

た
。
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四

　
以
上
、
謡
曲
と
俗
謡
の
詞
章
を
利
用
し
た
狂
歌
の
手
法
を
検
討
し
て
み
た
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
元
歌
の
心
や
情
趣
を
ふ
ま
え
る
の
で
は
な
く
、
表
面
的
な

字
句
に
す
が
る
手
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
貞
門
世
譜
の
本
歌
取
や
謡

曲
調
の
手
法
と
同
じ
と
言
え
る
。
撰
者
行
風
は
じ
め
、
作
者
の
多
く
が
貞
門
俳

人
で
、
貞
門
狂
歌
集
と
も
評
さ
れ
る
三
縄
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
歌
謡
の
利
用
の

し
か
た
か
ら
も
伺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註

（
1
）
狂
歌
の
引
用
は
、
す
べ
て
「
狂
歌
大
観
」
に
依
る
。
但
、
漢
字
仮
名
遣

　
い
は
適
宜
改
め
た
。

（
2
）
時
に
「
本
歌
ア
リ
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
全
く
同
意
な
の
で
「
本

　
歌
」
に
統
一
す
る
。

（
3
）
今
．
栄
蔵
「
談
林
俳
譜
史
」
・
田
中
善
信
「
「
初
期
俳
譜
の
考
察
」
．

（
4
）
『
伊
勢
物
語
」
『
徒
然
草
」
が
多
く
、
和
歌
の
源
氏
物
語
や
狭
衣
で
は
な

　
い
。

（
5
）
例
を
あ
げ
る
と
、

　
金
払
ふ
跡
よ
り
恋
の
責
め
来
れ
ば
　
傾
城
や
こ
れ
煩
悩
の
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
平
行
風
）
松
風
一
古
今
俳
譜
歌

　
唐
船
に
向
ひ
て
釣
を
住
吉
の
　
明
神
秘
な
る
和
歌
か
な
　
　
（
銀
螂
成
輪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
楽
天
・
筋
の
み

　
な
ど
で
あ
る
。

（
6
）
小
舞
を
俗
謡
に
入
れ
た
の
は
、
狂
言
ば
か
り
で
は
な
く
、
歌
舞
伎
や
酒

　
宴
で
の
踊
り
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
7
）
狂
歌
の
出
典
に
つ
い
て
、
『
古
今
夷
曲
集
」
は
古
、
「
後
窄
夷
曲
集
」
は

　
後
、
『
銀
葉
夷
歌
集
」
は
銀
と
略
し
、
次
に
狂
歌
番
号
と
作
者
名
を
記
す
。

（
8
）
謡
曲
の
詞
章
は
、
便
宜
上
日
本
名
著
全
集
「
謡
曲
三
百
五
十
番
集
」
に

　
依
る
。
謡
の
内
容
と
は
あ
ま
り
関
ら
な
い
の
で
、
引
用
は
短
く
し
た
。

（
9
）
「
郷
妖
た
る
御
髪
」
と
い
う
句
は
御
伽
草
子
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
が
、

　
過
去
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
卒
都
婆
小
町
に
依
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

　
山
崎
千
軒
と
い
っ
た
言
い
ま
わ
し
が
あ
れ
ば
、
②
の
掛
詞
の
手
法
に
入
れ

　
る
。
（
1
0
）
歌
謡
の
場
合
、
類
歌
が
多
く
、
同
じ
歌
が
数
種
の
歌
謡
集
に
少
異
を
持

　
ち
な
が
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
全
て
を
あ
げ
る
と
煩
雑
な
の

　
で
、
な
る
べ
く
刊
行
時
期
の
早
い
も
の
や
、
狂
歌
に
近
い
形
の
も
の
だ
け

　
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
1
）
不
明
の
も
の
は

　
異
な
竹
や
を
さ
へ
た
竹
や
寝
て
折
れ
て
　
花
に
ま
し
た
る
雪
持
ち
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
附
因
幡
守
長
治
）

　
浦
々
の
関
の
清
水
の
歌
の
せ
て
　
今
や
引
く
ら
ん
三
味
線
の
駒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
麗
高
故
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
共
に
「
小
歌
詞
」
の
肩
書
が
あ
る
。
後
者
は
拾
遺
集
の
貫
之
の
和
歌
に
依

　
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
2
）
鳥
が
鳴
け
ば
も
住
の
と
お
し
や
る
　
月
夜
の
鳥
い
つ
も
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
業
平
踊
十
六
番
）

　
な
ど
。

（
1
3
）
昔
は
松
の
葉
に
二
人
も
寝
た
が
さ
ア
　
今
は
芭
蕉
葉
に
只
↓
人
　
て
つ
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し
ょ
て

の
ふ
只
一
人
一
人
芭
蕉
葉
に
一
人
寝
る
て
っ
し
よ
で
く

　
　
　
　
（
赤
本
『
ゑ
ん
ま
き
ぶ
つ
な
り
や
き
が
う
か
ぬ
」
）

な
ど
。


